
「SPORT HYBRID SH-AWD」は、車体前部に搭載したV型6気筒 3.5L 直噴 i-VTECエンジンと高出力モーター内蔵7速DCT
（デュアル・クラッチ・トランスミッション）、そして、車体後部に備えたTMU（ツインモーターユニット）により四輪の駆動力を制御します。
TMUは、プラスのトルク（駆動力）のみならずマイナスのトルク（減速力）をも左右それぞれで自在に制御し、従来SH-AWDにおいて旋回
加速時に発揮されていた高い旋回性能を旋回減速時にまで拡大。かつてないオン・ザ・レール感覚をもたらす画期的なトルクベクタ
リングを実現しました。エンジンと3つのモーターが発生するシステム最高出力は281kW（382PS）に上り、V型8気筒エンジン車を超える
力強い加速性能を実現すると同時に、可変シリンダーシステムの採用や高効率なエネルギー回生により、直列4気筒エンジン車同等の
燃費性能を達成しています。

両方の後輪をプラスのトルクに制御し力強い立ち
上がり加速を実現するとともに、コーナーに
合わせた最適なトルクベクタリングによって
安定性を向上。

直噴システムと可変シリンダー
システムを採用し、クラストップ
レベル※1の高出力と低燃費
を両立。
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V型6気筒
3.5L 直噴 i-VTECエンジン

高出力リチウムイオンバッテ
リーにDC-DCコンバーター
とECUを集約し後席後部に
搭載。扁平構造により、トラ
ンク容量の確保と低重心化
に貢献。

IPU
（インテリジェント
 パワーユニット）

最高出力35kWを発生する高性能
モーターをトランスミッションに
内蔵。DCTならではのダイレクト
感と、ワイドレシオレンジ＆クロス
レシオにより胸のすく加速を実現。

高出力モーター内蔵
７速DCT

3つのモーターを最適に制御するユニット
をセンターコンソール内にコンパクトに格納。
ゆとりある室内空間の実現や低重心・低
慣性化による操縦安定性の向上に貢献。

PDU
（パワードライブユニット）

最高出力27kWのモーターを左右に配置
し、後輪左右のプラストルクとマイナストル
クを自在に制御。リングフリー制御により
モーターの許容回転数を超える高速域で
もトルクベクタリングを可能とし、全速度域
でかつてないオン・ザ・レール感覚を実現。

TMU
（ツインモーターユニット）

外側後輪に大きなトルクを配分することで
内向きのヨーモーメントを発生。

外側後輪をプラスのトルク、内側後輪をマイナス
のトルクに制御することで大きな内向きのヨー
モーメントを発生。急なコーナーでも優れた
ライントレース性を発揮。

両方の後輪をマイナスに制御。減速回生を行うと
ともに、内側のマイナストルクを外側よりも大きく
し内向きのヨーモーメントを発生。ブレーキング
しながらのターンインでも優れた回頭性を実現。

旋回加速時（コーナー脱出時）

旋回加速時

旋回時（コーナリング中期）旋回減速時（ターンイン時）

※1  V型6気筒3.5Lクラスエンジンとして（2014年11月現在 Honda調べ）。

システム構成 トルクベクタリング

■トルクベクタリング イメージ図

■トルクベクタリング イメージムービー

■SPORT HYBRID SH-AWD システム構成図

Performance 

従来SH-AWD
エンジントルクを、プロペラシャフトを
介して後輪に配分し、さらに左右で
可変。エンジンのプラストルクのみを
動力源とするため、旋回加速時にのみ
トルクベクタリングが可能。

TMUの2つのモーターは、エンジントルクや前輪駆動力に依存せず、独立して駆動力を制御することができます。また、減速回生時の
モーター抵抗を制御することで、減速時のトルクベクタリングをも実現。さらに、外輪はプラスのトルク、内輪はマイナスのトルクとし、従来
SH-AWD以上に大きな内向きのヨーモーメントを発生させることも可能です。これらにより、ブレーキングしながらのターンインから
コーナー出口の立ち上がりまで理想的なライントレース性を実現します。

※2  エンジンとモーターによるシステムとして発揮できる出力。Honda測定値。

□システム最高出力※2

　281kW[382PS]
□JC08モード走行燃料消費率（国土交通省審査値）

　16.8 km/L

システム性能







